





















































(x-y)2 2cy+~)∫ tan~1 Ltl
2 m l √訂｢7
口
ここにS-492/γ/γ⊥･ C -92Z｡/Krl , X-､作(A+a)Iy-√Ta である｡
この分布の極値は y-x+2cx/1+x2となり,Bonifacioらの状態方程式と一致 し,した
がってC>4の場合に,分布がこの極大を持っyの領域が存在する.
Sは非常に小さなパラメーターであるから,この分布は非常に鋭い分布であり二重安
定な領域においてもほとんど一方の分枝に分布 してお り,遷移領域は非常に狭い｡つま
り一種のMaxwel則が成 り立ち,平衡系の一次相転移と同様なふるまいをする｡しかし
今の場合等面積則は成 り立たない｡これは拡散係数が定数でないことに起因している｡
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